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特集●若者の精神保健②

自傷行為

国立精神・神経センター精神保健研究所自殺予防総合対策センター副センター長兼精神保健計画部自殺実態分析室長 松本 俊彦

家庭内暴力 青少年育成クラブ 伴 茂樹

若者の薬物依存の現状と行政 東京都福祉保健局健康安全部薬事監視担当課長 大貫奈穂美

若者の薬物依存の治療 国立精神・神経医療研究センター 小林 桜児

地域でのサポート─病院・診療所と学校，保健所との連携をどのように行うのか

東京都立小児総合医療センターこころの専門診療部 児童・思春期精神科 田中 哲

長信田の森の療育活動─ひきこもり・不登校の若者への精神科デイケア 長信田の森診療クリニック 児玉 隆治

ひきこもりの若者への地域での支援活動の現状と課題 横浜市こども青少年局青少年相談センター 内田 太郎

薬物依存の若者への社会的支援活動の現状と課題 大阪ダルクセンター長 倉田 めば

●視点

国際保健協力の人材育成を考える 国立保健医療科学院国際協力研究部上席主任研究官 綿引 信義
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今回は，青年期に起こることが多いさまざまな精神的な

健康問題に焦点を当てた特集です．当初は，パラサイトシ

ングル，ひきこもりなどの若者に起こっているとされる精神的

退却現象について特集する予定でしたが，編集会議で議

論している内に，もっと幅広い内容にしてはどうかということ

になり，摂食障害や家庭内暴力，薬物依存なども取り上

げ，若者の多彩な精神的健康問題の特集としました．な

お，テーマが全部で16 本あがったため，本号と次号の 2

回に分けて掲載することになりました．

いつの時代の若者もいろいろと大変な問題を抱えている

と思いますが，現代の若者は以前と比べても精神的により

大変な問題を抱えているのではないかと思います．わが国

では，現在，長引く不況，経済格差の拡大，就職難，

非正規雇用の増加といった社会経済的問題が起こってい

ます．また，以前と比べて，やり直しがきかない社会になっ

てきていると思われます．このような社会で生きている現代

の若者は，精神的に追い詰められ，焦燥感を抱き，また

大きな不安に包まれているのではないかと思われます．さら

に，以上のようなわが国の社会経済状況は，不安や焦燥

感だけではなく，若者の深刻な精神的健康問題の潜在的

な原因となっているような気がしています．

保健所や市町村の保健担当課係には，若者の精神保

健に関する多様な相談の要望があると思います．本特集を

熟読していただき，若者の精神保健に関する相談に役立

てていただければと思います．

(西田茂樹)
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編集顧問

多田羅浩三 財団法人日本公衆衛生協会

会長，大阪大学名誉教授

編集委員 (50 音順)

阿彦 忠之 山形県健康福祉部次長・山

形県衛生研究所長

高鳥毛敏雄 関西大学社会安全学部教授

成田 友代 世田谷区世田谷保健所長

西田 茂樹 福島県会津保健福祉事務所長
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